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-<51年度予算額＞

一般会計 7億8,800万円

国保特別会計 1億6,813万6千円

水道特別会計 497万円
学校給食センター特別会計

3,388万円

830万円

10億0,328万6千円

車輛特別会計

合計

一般会計

性質別歳出内訳
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昭和41年(2月末） 昭和46年(2月末）昭和51年(2月末）
2,811人 2,318人 2,071人

2,941人 2,336人 2,146人
5,752人 4,654人 4,217人
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仕 事

一般会計の仕事と予算

（主なもの）

〇広報，広聴活動
〇生活躁境をよくする町民運動
〇カーフミラー新設 (30基）
0防犯灯新設 (13か所）
〇集会所改良 （柳，大和）
0テ レビ共同受信施設整備

（小白木，瓜生谷）
〇庁舎建設
〇ホームヘルバー設置
〇老人福祉事業補助
〇老人検診
0老人医療費
0敬老年金 (80オ以上130人）
〇母子家庭医療扶助
〇児童手当 (252人）
〇保育所運営 (5か所）
〇心身障害者扶養共済援助
〇重度心身障害者医療補助
0はり， ぎゅう，マッサージ施術補

助（延1,250人）
0国保会計繰 り出し
〇地方改華事業

｛畠喜量旦闘喜嘉城飲料水供給施設，
敷水防火水そう

〇社協活動補助
0追悼式
0母子ミ）レク支給 (89人）
〇母子センタ ー分娩補助 (15人）
〇零才児医療費補助
〇予防注射，結核検診等
〇衛生害虫駆除薬品購入
〇歯科診療所運営
〇 し尿処理場運営負担金
〇内山ごみ処理場運営負担金
〇農業近代化資金利子補給
◎青年農業者活動促進補助
0畜産振興対策事業
〇農業振興補助
〇林業振興補助
〇農道補助 (30件）
◎小規模基盤整備事業
〇農業構造改善事業
◎農産加工施設新設（農協）補助
〇林道補助 (4件）
〇まつく い虫防除

(1人）

(12人）
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仕 事

（単位

〇後継者結婚造林事業
0野うさぎ捕獲事業
◎高令者対策事業

｛しいたけ栽培
緑化樹

〇林業構造改善事業
0国土調査事業 （嵯峨谷地区着手）
〇商工会育成補助
〇公園の管理，整備
〇観光協会補助
〇白石湧水凋試堀
0町道管理
〇町道舗装

｛二予二，カハサ線

正山～谷線
〇町道新設

｛見の越～敷水線
百ケ市～上森山線

〇町道砂利敷
◎町営住宅建設
〇防火水そう (40吋 1基）
〇消防ポンプ 2台
〇消防団活動費
〇学校施設整備
〇ピアノ購入 （中野小）
〇定時制高校振輿
〇教育扶助
0青年研修， 婦人学級等
〇お四国学級
0分館補助
〇ソフトホ ールリ ーグ，

町民運動会等
〇町民プー）レ等管理費
〇町誌編さん
〇災害復旧事業

（注） ◎は新規

（主なもの）
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目
を
大
切
に

囲
碁
な
ど
に
熱
中
し
す
ぎ
な
い
よ
う
に
）

日
夜
住
民

の
生
命
、
身

体
、
財
産
を

守
り
、
災
害

を
防
い
で
し

る
肱
川
町
消

防
出
初
式
は

去
る
二
月
十

一
日
、
肱
川

0
県

消

防

協

会

長

表

影

団

員

中
学
校
に
団

第
三
分
団
団
員

長
以
下
ニ
ニ

第
三
分
団
団
員

五
人
の
団
員
第
三
分
団
分
団
長
中
塚
忠犬

第
四
分
団
団
員

第
一
分
団
副
分
団
長

の
出
動
を
得

冨
水
計
？

て
、
愛
媛
県

第

三

分

団

副

分

団

長

第

五

分

団

団

員

知
事
（
代
理
）

二
宮
賢
一

郎

を
迎
え
、
盛

0
町
長
表
彰

大
に
行
わ
れ

清
茂

第
二
分
団
班
長

ま

し

た

。

第

三

分

団

部

長

香

川

当

日

の

受

第

五

分

団

部

長

玉

井

清

賞

者

は

喜

0
郡
消
防
団
連
合
会
長
表
彰
第

一
分
団
団
員

第
一
分
団
団
員

と
お
り

清
武

第
一
分
団
団
員

第
三
分
団
班
長
仲

第

四

分

団

班

長

二

葉

広

和

0
愛
媛
県
知

第
一
分
団
団
員

事
表
彰

第

四

分

団

班

長

金

田

賢

三

第
一
分
団
団
員
谷
岡
友
晴
第
二
分
団
団
員

第
一
分
団
部

長冨

永

武

治

第

一

分

団

団
員

東

征

紀

第

三

分

団

団

員

第

一

分

団

第

三

分

団

団

員

務

団

員

第

三

分

団

団

員

平
夫

岩

本

勝

市

第

四

分

団

団

員

政

広

か

が

地

域

住

民

第
三
分

団

第

四

分

団

団

員

正

三

の

課

題

で

す

。

団
員

森

野

侃

第

五

分

団

団

員

一

男

農

業

経

営

の

第
五
分
団
団
員

謙
輔
規
模
拡
大
の
た
め
土
地
の
交
換

第
三
分
団

小

中

政

信

0
町

長

感

謝

状

分

合

あ

る

い

は

貸

借

し

た

い

方

寺

岡

亀

夫

大

谷

小

学

校

岩

田

寿

栄

々

が

気

軽

に

相

談

し

会

え

る

機

清
水
萬
喜
男

II

山
崎
順
子
関
を
作
り
遊
休
土
地
の
利
用
を

は
か
り
、
そ
の
地
区
に
適
地
適

、
作
農
業
経
営
を
し
て
若
い
後
継

石
川

忠

男

な

お

肱

川

町

消

防

団

は

優
良

畑
山
利
夫
消
防
団
と
し
て
、
三
月
四
日

消
防
庁
長
官
表
彰
（
竿
頭
綬
）
者
が
喜
ん
で
帰
り
、
希
望
の

受
賞
、
第
五
分
団
副
分
団
長
、
あ
る
農
業
が
で
ぎ
る
基
礎
を
早

森

本

鹿

雄

井
脇
欣
一
郎
氏
、
同
、
団
員
、
く
確
立
す
る
時
期
で
あ
る
と
思

曽

根

行

雄

和
気
武
士
保
積
義
行
氏
は
永
年
勤
続
者
と
い
ま
す
。

森
本
正
吉
し
て
、
日
本
消
防
協
会
会
長
表
農
林
業
経
営
の
第
一
歩
は
土

植
木
光
雄
彰
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。
地
の
利
用
如
何
に
か
か
っ
て
い

大

見

喜

久

雄

る

こ

と

。

経

営

面

積

の

拡

大

と

門

脇

貴

海

栄

合

理

化

農

業

で

あ

る

こ

と

を

考

1-•

, 

1――――
、、

きびきびとしたポンプ操法の披露

国
民
年
金
保
険
料
が

一
、
四

0
0
円
に

四
月
一
日
か
ら
1

国
民
年
金
の
支
給
こ
れ
に
伴
な
い
、
保
険
料
の
額

額
が
、
昨
年
九
月
分
が
今
年
四
月
分
か
ら
月
一
、
四

か
ら
ニ
―
・
八
習
増

0
0円
（
現
行
一
、
一

0
0円）

額
さ
れ
ま
し
た
が
、
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。

住宅資金貸付限度額が引止け〗：,’＇,
,、'い国民年金加入奢＇，心 '1，人，ふ＇

年
金
福
祉
事
業
上
あ
る
こ
と
。

団
が
行
う
国
民
年
ウ
、
住
宅
金
融
公
庫
の
住
宅

金
被
保
険
者
住
宅
建
設
資
金
と
あ
わ
せ
て
融
資

資
金
の
貸
付
限
度
を
希
望
す
る
人
に
限
り
ま

す。

額
が
五
十
一
年
度

二
、
貸
付
限
度
額

か
ら
次
の
よ
う
に

。
但
し
、
事
業

引
き
上
げ
ら
れ
ま

す

。

一

五

0
万
円

．
惜
り
ら
れ
る
人
費
の
八
〇
習
以
内
（
そ
の
他
の

ア
、
国
民
年
金
借
入
金
を
含
む
）

加
入
期
間
が
五
三
、
償
還
期
限

年

以

上

あ

る

人

一

八

年

ー

ニ

十

五

年

で
、
借
入
申
込
四
、
受
付

五
月
お
よ
び
十
月
（
住
宅

み
の
と
き
ま
で

金
融
公
庫
と
同
時
受
付
）

引
き
続
き
二
年

以
上
保
険
料
を

納
め
て
い
き
」
五
、
受
付
場
所

と

。

農

協

お

よ

び

銀

行

な

ど

イ
、
収
入
が
償
六
、
中
古
住
宅
の
購
入
資
金
の
貸

還
額
の
五
倍
以
付
が
新
設
さ
れ
ま
す
。

II

は
り
、

（
久
保
）

三
瀬
貞
子
さ
ん

向
井

新中
岡

宮
本

森
岡

松
本

子
供
た
ち
の
遊
び

. ~ ~. 

＇` ・・-・-・・ A ~ ... .、•‘ = ： ： ヽ

お
い
た
ち

英
夫
さ
ん
は
七
オ
の
時
、

父
親
を
亡
く
し
、
お
母
さ
ん

と
兄
、
姉
と
共
に
小
学
校
の

時
か
ら
農
業
を
手
伝
い
、
予

子
林
国
民
学
校
高
等
科
二
年

卒
業
後
青
年
学
校
に
学
び
、

戦
時
中
の
た
め
吉
田
浜
飛
行

場
へ
勤
労
奉
仕
を
し
、
終
戦

後
は
黒
牛
、
養
蚕
な
ど
を
中

心
と
し
た
農
業
経
営
で
生
計

を
立
て
、
現
在
三
人
の
子
供

さ
ん
は
在
学
中
で
八
十
オ
に

な
る
お
母
さ
ん
と
四
人
暮
し

で
す
。
戦
中
戦
後
の
変
化
に

富
ん
だ
苦
難
の
思
い
出
が
あ

る
よ
う
で
す
。

場
に
田
畑
を
提
供
さ
書
道
、
花
、
は
り
絵
、
人
形

れ
た
。
「
そ
の
近
く
手
ま
り
つ
く
り
と
な
ら
ぷ
貞
子

に
墓
が
あ
り
ま
し
て
さ
ん
の
趣
味
。
そ
れ
を
支
え
て

い
る
美
し
い
人
柄
を
私
た
ち
は

ど
の
よ
う
に
理
解
す
れ
ば
よ
い

子
供
た
ち
の
遊
ぶ
姿

で
あ
ろ
う
か
。

を
先
祖
も
見
て
い
る

人
の
心
を
豊
か
に
し
、
子
供

だ
ろ
う
と
思
っ
て
い

の
情
操
を
育
て
、
グ
ル

ー
プ
の

ま
す
。

輪
を
拡
げ
て
私
た
ち
の
地
域
に

現
代
社
会
は
、
と

か
く
ぎ
た
な
く
歪
み
い
つ
し
か
大
き
な
役
割
を
果
し

が
ち
で
あ
る
が
、
貞
て
い
る
貞
子
さ
ん
、
一
個
人
の

子
さ
ん
の
心
に
は
社
単
な
る
趣
味
で
終
っ
て
は
い
な

会
の
騒
音
や
醜
態
は
い
の
で
あ
る
。

浄
化
さ
れ
て
写
る
の
あ
る
先
人
は

II

趣
味
の
な
い

で
あ
ろ
う
か
。
清
ら
人
生
は
人
生
の
半
分
し
か
生
き

か
で
尊
い
言
葉
が
次
た
こ
と
に
な
ら
な
い
。
」
と
い

々
と
出
て
く
る
。
っ
て
い
る
。
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